
村井弦斎は、本名を村井寛
ゆたか

といい、文久三年(1863)

１２月１８日、三河吉田藩士村井清の長男として生ま

れます。明治五年(1871)、一家は東京へ移住します。

そして、明治七年、若干１１歳で東京外国語学校（現

東京外国語大学）へ入学。明治１４年、病気のため外

国語学校を退学。その後、明治１７年８月に渡米。一

年半後の明治１９年３月に帰国します。明治２０年、

報知新聞社へ入社。この時期から作家活動に入り、以

後、６０編を越える小説を執筆しました。特に、明治

３６年１月から報知新聞に連載した「食道楽」は、単

行本となって、１０万部を売った当時のベストセラー
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村井弦斎の家族：平塚の自宅縁側、大正元年頃

（弦斎夫婦と子供たち、左から長男誠一、二男忠次、三男賢三、三女芳子、長女米子、二女花子）

です。明治３９年、「食道楽」の印税により、東浜岳

（現八重咲町・松風町）に一万六千坪余の土地を購入、

小田原より転居（現村井公園一帯）します。以後、弦

斎はここ平塚を舞台に活動し、昭和２年７月３０日、

自宅で没します。

博物館では、本年度、夏期特別展に仮称「村井弦斎」

展を開催します。村井弦斎の人物像（由緒書、日記、

書簡）、弦斎の作品（本、原稿、取材メモやノート）

を中心に、新たに発見された写真等々を展示予定です。

ご期待下さい。



1985年から1990年にかけて刊行した「湘南植物誌Ⅰ

～Ⅳ」は、この地域の植物に関する基礎資料として活

用されてきましたが、すべて売り切れてしまい、購入

希望の方にはご迷惑をおかけしてきました。このたび、

その後の調査に基づいた改訂版を刊行できることにな

り、４月10日頃には受付に並ぶ手はずが整いましたの

で、ご紹介します。今回刊行される「湘南植物誌Ⅴ」

には、湘南地域で記録された約1900種類の植物につい

て、1990年代の調査に基づいた新しい分布情報と、見

分けの難しい種についての分類の手引きが載せられて

います。これ１冊があれば、身近な場所にどんな種類

があるのか、それぞれが多いのか少ないのか、その増

減などについて概要を把握することができるでしょう。

たとえば、春の花の代表と言えるタンポポについて

みると、在来種のカントウタンポポは分布が黒いマー

クで示されています。マークの意味は多い順に★●■

▲で、およその状況としては相模川より西では健在だ

が、東では少なくなっているようすが見てとれます。

特に藤沢では減少を示す↓が３つもついており、近年

の減少が目立っているようです。帰化種のセイヨウタ

ンポポは、白抜きのマークが使われており、およその

状況としては沿岸部で分布が目立って多く、山沿いで

は少な目であることが分かります。

また、３月の寄贈品コーナーで展示し、先月号のあ

なたと博物館で取り上げたミチタネツケバナでは、新

しく記録されたＮや増加を示す↑が多くつき、近年著

しく増えている種であることが分かります。

一方、分布図を見ていくと、減少が目立つ種もあり

ます。その代表は秋の七草であるオミナエシで、この

10年間で所在が確認できなかったことを示す？印が６

ヶ所、絶滅を示す×印が３ヶ所もつき、野生のものは

壊滅状態であることが分かります。

このように、それぞれの植物の動向がきめ細かく示

された「湘南植物誌Ⅴ」を、植物誌Ⅰ～Ⅳと同様に活

用してください。（浜口）
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刊行近い「湘南植物誌Ⅴ」
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特別展　星の地図・星の住所から

ヒッパルコス衛星の1/4スケール模型

今回の展示に関して、ヨーロッパ宇宙機関の展示企

画支援部門の協力が得られ、オランダの本部よりヒッ

パルコス衛星の１/4スケールモデルとヒッパルコスの

ポスターが送られてきました。

ヒッパルコスは、欧州宇宙局が1988年に打ち上げた

天体観測衛星です。この衛星には29cmのシュミット式

反射望遠鏡が搭載され、全天の恒星写真の撮影を行な

いました。地上の望遠鏡では大気のせいで画像がゆら

いでしまいますが、大気のない宇宙空間では非常に鮮

明な恒星写真が撮影できます。ヒッパルコスはこのメ

リットを活かした天体観測衛星で、この手法はハッブ

ル宇宙望遠鏡へと継続されていきます。

ヒッパルコスは約4年間の観測作業で、100万個以上

の恒星の光度測定、12万個以上の恒星の角運動量の測

定など非常に多くの成果を挙げました。この成果は

「ヒッパルコス全天星図」などとして刊行され、貴重な

データとなっています。

名称:ヒッパルコス（ H i p p a r c o s：HIgh Precision

PARallax COllecting Satellite）

分類:科学衛星(天体観測衛星) 

開発機関・会社:ヨーロッパ宇宙機関(ESA) 

製造会社：マトラ・マルコーニ・スペース社

運用機関・会社:ヨーロッパ宇宙機関(ESA) 

打上げ年月日:1988年8月8日

運用停止年月日:1993年8月15日

打上げ国名・機関:ヨーロッパ宇宙機関(ESA) 

打上げロケット:アーリアン4 

1.どんな形をして、どんな性能を持っているの?

直方体のボディを持つ、総重量1.14トンの衛星です。

口径29cm、焦点距離1.4ｍ、視野0.9×0.9度のシュミッ

ト式反射望遠鏡が搭載されました。

2.どんな目的に使用されるの?

大気のないクリアな宇宙空間で精密な全天恒星図を

撮影することと、個々の恒星の光度と角運動量の測定、

銀河系の星の固有運動をスペクトル分析によって調査

することを主な目的としていました。

3.宇宙でどんなことをし、今はどうなっているの?

ヒッパルコスは、全天を2688に区切り、誤差1000分

の2～4秒の写真恒星図の撮影を完成しました。また100

万個以上の恒星の光度測定、12万個以上の恒星の角運

動量測定、1万5千組の2重星の発見など多数の成果を挙

げました。4年間にESAに送られた天文データの総量は、

1テラビット（1兆ビット）にも及びます。ヒッパルコ

スは1 9 9 3年8月1 5日に、コンピュータの故障によって通信

不能になり、その使命を終えました。

4.どのように地球を回るの?

静止衛星軌道まで打ち上げられるはずでしたが、ブ

ースターの故障で低い高度に止まり周回衛星となりま

した。

（宇宙開発事業団の資料より作成）

太陽に近い星の分布模型

展示室の奥の方に、赤やだいだい。白、といった色

とりどりのランプが輝く、「100光年以内の星たち」と

いう模型展示があります。

ヒッパルコス衛星の観測から作られたTycho星表をも

とに作成した、太陽から100光年以内の４等星以上の星、

195個の三次元分布模型です。使用した座標は太陽を中

心とした赤道直交座標です。向かって右が北、手前が

春分点の方向になります。

わたしたちになじみの深いベガ（おりひめ）、アルタ

イル（ひこぼし）、シリウス、アルデバラン、カペラ、

アークトゥルスなどもこの範囲の中に見つけることがで

きます。

ここに光っているほとんどの星は太陽の数倍から百

倍も明るい大きな星です。星の色も白から赤い星の比

率が高く、青い星は見あたりませんでした。

なお、特別展は４月９日までです 。






